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私が医者になったのは1979年で、2年間の内科初期研修を終えた後、3年目から神経内科の後期

研修医となり、脳卒中の診療に携わるようになった。当時から高コレステロール血症は心筋梗塞に

関係があることは知られていたが、脳梗塞にはあまり関係がないというのが定説であった。実際に多

くの疫学研究の結果ではコレステロール値と脳梗塞の発症率に明らかな関係はみられず、むしろコレ

ステロ■ル低値が脳出血のリスクになることが強調されていた。

■私の博士論文のテ=マは「糖尿病における脳血管障害発症のリスクフラクターについての検討」

で、特にユ1糖コーントロールの及ぼす影響を調べた追跡研究であった (脳卒中1989;11:179‥ 186)。

院長

その結果|=1年齢や血圧の影響を除いても糖尿病のコントロ■ルが不良な者ほど脳卒中の発症率が  1‐ 1∫  TF  I
高くなる|という.、 1今考えれば至極妥当なものであったが、同時に調べた脂質異常症 (総コレステロールと中性脂肪)について
は、1脳‐卒申との関係はまったくみられず、あらためて脳卒中ではコレステロ‐ルは重要でないことを自分自身でも確認したつもり

で納得していた:||■

しかしてスタチンの登場によって脂質異常症と脳卒中との関係が急にスポットライトを浴びるように注目されるようになった。
1990年代後半になって、冠動脈疾患の再発がスタチンにようて抑制されることを明らかにしたぃくつかのRC丁で、ついでに脳

卒中の発症についても調べてみたら、脳梗塞も少なかったという結果が相次いで発表されたのである。私も当時、脳卒中専

門医の■人としてその結果に驚き、多くの論文を食い入るように言売んだことを記憶している。はじめは冠動脈疾患のある者での

効果であったが、やがて冠動脈疾患がなくてもスタチンによ|り 脳梗塞|が少なくなることが明らかになり、やがてその最大の関心

は脳梗塞の二次予防におけるスタチンの効果に向けられるようになうた。

そのような中で一種独特の高揚感を持って始められた研究がJ― SttARSであった。私も2002年に始まった班研究の共同研
究者に加えていただき、この研究に最初から関与することができたのは貴重な経験であった。スタチンの脳梗塞二次予防にお

ける有効性は2006年に発表されたSPARCLに先を越されたとは言え、日本人における効果は依然不明であり、」―SttARSの

結果に期待するところは極めて大きい。        ‐

1最1近lt脳‐卒中における人種差の重要性をあらためて知らされたことに、アスピリンの脳出血発症のリスクがある。日本人を

含むアツア人で111肖標‐塞 (特にラクナ梗塞)再発予防ためのアースピリンの投与が脳出血の発症率を高めることは間違いない。
以前は1脳

=|ユ
|よアネビリンを含む抗血小板薬の宿命かとも思われたがtどうもそうではないようで、アスピリンに特有の、しか

もアジア人に特有の|‐問題であるらしい。また、最近は同様のことがワルファリンでも言えそうなことがダビガトランのアジア人に

おけるサーブ解析で指摘されている。そもそも欧米人とアジア人では遺伝1学 的にも、生活習慣のうえでも大きな違いがあるので、

脳卒中でも欧米人における結果をそのまま日本人に当て―はめることはできないのである。
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J‐ISTARS発足‐1■年1日に寄せて

国立循環器病研究センタ■ 面 違 納 料医長 横 田 千 晶

がプロトコTルから作成しなければなクリません。まずは海外で行われたスタチンに関する大規模臨床試験を参考にし、必要

症例数は統計の本を見ながら計算して、わくわく奮い立つ心持ちで原案なるものを作成したのを憶えています。しかし、こう

して作った「原案」は、勿論、穴だらけ、問題点満載であり、「たたき台」として文字通|り たたかれ、たたかれ、何度もの改訂を

経て、全く新たなプロトコールとして生まれ変わり、2003年 12月、めでたくキックオフミーティングが開催|されたのです。

私が端から拝見するに、キックオフミーティングに至るまでも、臨床試験実施に関連する資金面や1環境整備、その他いろいろな問題点解決のた
め、松本昌泰先生は勿論のこと、当時事務局を担当されていた郡山達男先生のご苦労は大変なもの|であらたと思われます。紆余曲折を経ながらよ
うやく試験開始のスタートラインに立ったとき、医師が主体的に推進しなければならない点と目標症例数―の多さに、私は改めて途方もない漠然とし
た不安を感じずにはいられませんでした。私が所属する自立循環器病研究センターは、幸いにも患者数が多く、課せられた症例登録は試験開始後、
程なく達成されましたが、症例登録推進に向けた事務局のご苦労は相当なものだったと思われます。■||

‐現在、私の施設では患者フォローも全て終了しましたが、毎年、お正月明けに開催される班会議には必ず出席することにしています。現在、スター

ト7`―ンで癖10た導然とした不安ぃ微塵もなく、年の始めに松本先生のお顔を拝見し、「日本発のエビデンス発信を目指しJ‐SttARSは 今年も躍進

する.lことを|「確信」し、パヮーを憤いています。本年の班会議で松本先生曰く、今年はお産でいう「臨月」t来年がまさに「出産」とのこと、ゴールは

もう間‐近です■

蓬麟1睡難TAI霧壕務への機麗驚鶴ゝ

会えて赫牢ヽ |||‐||=|すレたO

l盾:炒晰亀ξl潔驚観糧蜜T饒11[冨轟駆鞘rI器に1
第一歩を踏み出.しました。研究成果を楽しみにお待ちします。

近畿大学医学部付属病院 脳率申域 繊 …教授 大 事児 1殴輔

右…中村 毅 (広 島大学)

平成露5年罐月鐵6爾 《±》簿摯バJレホール (大阪)

J‐STARS研究も開始から11年を迎え、
フォ回一アップ期間も残すところあと1年となりました。

さらなるご協力を賜りますよう、
11・・   心よ['お願い申し上げます。  _F「・

臨床試験推進委員長 倫理監査責任者
■篠原1幸人先生  甲斐 克則先生

データモニタリング委員 イベント評価委員

宮本 享先生   野々木 宏先生

イベント評価委員

奥田 聡先生

プロトコル委員   統計解析責任者

永井 洋士先生  折笠 秀樹先生
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冨本■秀和先生 山口 修平先生 井林 雪郎先生 橋本 洋一郎先生

駆 動脈エコーサブスタディ

1          豊田 ―則先生

1   管理シートに症例番号、調査時期

POIHT鍵爾夢動絆よ 、
|‐    終了時検査を行つてください。

摘 次脳機能評価に関して

森 悦朗先生

認知症に関するデータが矛盾し

ている症例があるため、再度デー

タを見直す必要があります。

嬢疹||二|:茨議機能検査に関するデータクリ■ニングを持つております。

MMSEが 4点以上変化

[登録時]認知症:有|:二年後10111警彗讐■幸

"●"帥[登録時]認知症:無、[2年後]認知症:有、[終了時]認知症:無

:MMSEが 10点未満■|||■|||■|=■|||||||■ ||||■||■
:認知症:無でMMSE:23点 以下

:認知症:無でCDI:oll点 以上|■ |■||||||||■■|■||■■|
:認知症:有でCDR=0

:認知症:有でMMI=|14=以

=|■
|■■ |■|■|■■■ |■■

:NIHSS≦ 5点のとき、modified Rankin Scale≧ 3点

:NIHSS≧ 30点のとき||ldified RanklⅢ 10わ1■■時議

=■
1薫

i mOdified Rankin Scale=0点 または1点のとき、

:Barthel index≦ 10点

里堅堕n生壁ョ量二in盛垂

`会

豊壼Ω止     ■1螂●曇●1薫

聯たくさんの先堂方|こご出席頂きました。ありがとうごぎもヽ議視 次国全体会議は奪平成26年 1月 25日 (土 )開催予定です。
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左表に該当する症例に関しまして、現

在t各施設に確認をお願いしています。

このデニタクリニニングは、入カミスな

どの可能性を確認するものであり、デ

ータの不整合を指摘するものではご

ざいません。

賓金 清博先生 中川l原 譲二先生

MMSE
議囃韓:||■||■|‐
認知症

MAllSEIIII■
|‐ |

認知症

議 雌 |||■|||||||||‐

認知症

輔 ‐.||■||||‐ |

modifielRankil‐ Sё ale

Barthel index

BaFthelindex  l■ ■|

PttTデ_夕入蠍 躙 轟
・   お願いします。

脂質0高感度CRP検査標準化に関して

1         中村 雅―先生

I    SRLか らの報告値は整数値です。

,ⅢT省暫鍛製房テ禦龍摯
1    異常高値は、再確認をお願いします。

北川 泰久先生

鬱1雪|■タクリ■1轟ングチェック項目
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ol‐nternati6nlal str6kё Oonference 2013
(H16.ハ 0111ut Hawali February 6饉 8盆 013)
において研究成果を発表いたしました。

●平鐵裁4年1度心バ ント評価萎員会を開催いたしました。

(鐵0鸞筆1電 裁轟7園 東京ステーシ甕ン翻ンシ レンス東京都)

el雛1零■諄事率騨鍾薫代爾学会総会、第38回日本脳率中学会総会金機に    |
■01sTA彙 S研究纏介用ブ韓スを設置し、たくさんの発生方にお―豊ち寄り頂きました。

ブース設置予定です。ぜひお立ち寄りください。

●難欝な有書事象の報告・イベント報告を確実に行つて下さい。  ■|

●轟跡鋼輩の轟黒は、可能な限り速やかにWeb入力を行うて下さいま|‐ ■‐

|          
´

還ヽ元酵素1阻害薬の予防効果に関する研究:J‐ SttARS」

学1教壕).|‐
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